
新篠津中学校の入学式で、「篠津原野に雲晴れて」と先輩や先生新篠津中学校の入学式で、「篠津原野に雲晴れて」と先輩や先生
たちが校歌を歌う。たちが校歌を歌う。
新入生の君たちは、まだその校歌を知らないけれど体育館の壁に新入生の君たちは、まだその校歌を知らないけれど体育館の壁に
貼られた校歌の歌詞を食い入るように見つめ胸に刻む。貼られた校歌の歌詞を食い入るように見つめ胸に刻む。
まぎれもなく中学生のスタートラインに立った君たちに、どんなまぎれもなく中学生のスタートラインに立った君たちに、どんな
ときにでも心の底からエールを送ると約束しよう。（４／７）ときにでも心の底からエールを送ると約束しよう。（４／７）

しんしのつしんしのつ
お茶の間の議会情報誌
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補
正
予
算

【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
10
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
職
員
給
与
費

△
４
７
８
万
円

・�

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組

合
負
担
金

△
４
７
３
万
円

・
光
通
信
設
備
等
工
事
等

△
７
９
１
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

△
３
４
８
万
円

・
補
装
具
給
付
費

１
２
１
万
円

・�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金

△
４
４
６
万
円

・�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

繰
出
金

△
２
０
６
万
円

・
児
童
手
当

△
４
６
５
万
円

・�

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
補
助
金

１
１
４
万
円

・�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金

△
３
１
２
万
円

・�

物
価
高
対
策
生
活
支
援
商
品

券
発
行
事
業
補
助
金

２
４
０
１
万
円

・�

指
定
管
理
施
設
営
繕
費
負
担

金�

△
５
０
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金９

９
０
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

４
９
９
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

１
５
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
４
４
２
０
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
高
額
療
養
給
付
費

　
　
　
　
　
　

△
５
３
５
万
円

・
出
産
育
児
一
時
金

△
１
０
０
万
円

・�
一
般
被
保
険
者
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
納
付
金

△
１
３
４
万
円

・
還
付
金
等

２
９
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

６
７
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
億
７
２
２
１
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
３
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
料

△
２
２
０
万
円

・
介
護
給
付
準
備
基
金
積
立
金

78
万
円

・�

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金 

△
３
９
２
万
円

・�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
負
担
金 

１
２
０
万
円

・�

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金�

１
８
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

２
０
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
９
８
７
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

△
２
０
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

２
０
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
２
９
４
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
新
篠
津
村
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
置
す
る
た
め

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
の
令
和
６
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
改
定
に
鑑
み
、

給
与
表
、
扶
養
手
当
等
の
改
定

及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
営
バ
ス
運
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

札
幌
圏
の
高
等
学
校
へ
の
進

学
者
の
増
加
に
伴
う
進
学
先
の

広
域
化
に
よ
る
バ
ス
乗
車
方
法

の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

片
道
定
期
券
を
追
加
す
る
こ
と

か
ら
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

令
和
７
年
第
１
回
村
議

会
定
例
会
が
、
３
月
10
日
か

ら
18
日
ま
で
の
９
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
村
政
及
び
教
育

行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、
補

正
予
算
や
条
例
の
制
定
改

正
、
人
事
案
件
な
ど
15
件
を

審
議
し
た
結
果
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
審
議
し
た

新
年
度
予
算
５
会
計
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。ま

た
、
３
人
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回

定
例
会

令
和
７
年
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◎
新
篠
津
村
立
へ
き
地
保
育
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

新
篠
津
村
た
か
く
ら
保
育
所

の
供
用
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
新
篠
津
村
生
涯
学
習
委
員
会

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

本
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
委

員
を
社
会
教
育
法
上
に
基
づ
き
、

社
会
教
育
委
員
へ
名
称
を
変
更

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

一
般
議
案

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て【
施
設
の
名
称
】

　

ニ
ュ
ー
し
の
つ
ゴ
ル
フ
場

　

�

新
篠
津
村
宿
泊
研
修
施
設

「
し
ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ

の
湯
」

【
指
定
管
理
者
】

　

�
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
46
線
南

３
番
地

　

新
篠
津
開
発
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

宮
川　

陽
子

【
期
間
】

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
18
年
３
月
31
日
ま
で

◎
札
幌
市
及
び
新
篠
津
村
に
お

け
る
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に

係
る
連
携
協
約
の
一
部
を
変
更

す
る
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
等

に
関
し
、
連
携
中
枢
都
市
圏
形

成
に
係
る
連
携
協
約
の
変
更
に

つ
い
て
、
札
幌
市
と
協
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分

◎�

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
公
金
支
払
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

５
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

２
５
０
０
万
円

・�

物
価
高
対
策
住
民
税
非
課
税

世
帯
支
援
給
付
金　

１
７
１
０
万
円

・�

低
所
得
世
帯
子
ど
も
加
算
給

付
金�

60
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

２
４
０
０
万
円

・
地
域
福
祉
基
金
積
立
金

５
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉７

７
５
５
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
２
２
７
３
万
円

◎�

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
９
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

村
道
・
公
共
施
設
除
排
雪
業

務
委
託
料　
　
　１

９
１
０
万
円

・
機
械
借
上
料�

３
４
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉２

３
０
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
４
５
７
９
万
円

人　
　

事

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
と
し
て
戸
賀
澤
大

輔
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
の
諮
問

に
対
し
「
適
任
」
と
答
申
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
10
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

発　
　

議

◎
新
篠
津
村
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

戸賀澤　大輔　氏

３月22日に行われたたかくら保育所閉所式典

【
２
月
】

20
日	

村
建
設
協
会
通
常
総
会

21
日	

石
狩
町
村
議
長
会
定
例
総

会（
当
別
町
） 

【
３
月
】

３
日	

新
年
度
予
算
正
副
議
長
説

明

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

６
日	

予
算
勉
強
会

	

議
員
研
修
会

10
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

	

行
政
常
任
委
員
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
日	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日	

中
学
校
卒
業
式

18
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

19
日	

小
学
校
卒
業
式

【
４
月
】

７
日	

小
学
校
入
学
式

	

中
学
校
入
学
式

８
日	

議
員
協
議
会

24
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌
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令和７年度

予算
GIGAスクール構想端末更新、第５ふれあいセンター空調設備設置など

学校教育・生涯学習の環境整備の充実に向けて

一般会計予算の内容一般会計予算の内容

心豊かな人を育てるまちづくりへ

村税
320,180千円
8.3%

使用料等
252,907千円
6.6%

国道支出金
548,062千円
14.2%

村債
164,300千円
4.3%

地方譲与税
49,346千円
1.3%

繰入金
455,598千円
11.8%

繰越金
30,000千円
0.8%

財産収入 
19,162千円
0.5%

諸収入
120,224千円
3.1%

地方交付税
1,800,000千円
46.6%

地方消費税
交付金
78,000千円
2.0%

その他交付金
21,221千円
0.5%

【歳出予算構成比】

歳入歳出総額　38億5,900万円
【歳入予算構成比】

議会費
36,720千円
0.9%

予備費
2,000千円
0.1%

総務費
1,242,739千円
32.0%

土木費
426,666千円
11.1%

公債費
463,798千円
12.0%

教育費
255,805千円
6.6%

民生費
655,249千円
17.0%

衛生費
196,586千円
5.1%

商工費
151,340千円
3.9%

農林水産業費
425,097千円
11.0%

諸支出金
3,000千円
0.1%

令和７年度　各会計当初予算
会　　計　　名 予算額（万円） 前年度比（％）

一 　 般 　 会 　 計 ３８億５９００ ６．２

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ６億４７００ △４．７

介 護 保 険 特 別 会 計 ４億２０００ ０．２

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ７３００ △２．７

特 別 会 計 　 合  計 １１億４０００ △２ . ８

企
業
会
計

農 業 集 落 排 水 事 業 １億１１００ △０．５

収 益 的 収 入 ９９９５ ２．４

収 益 的 支 出 ９８８４ △２．７

資 本 的 支 出 １２１５ ２１．７
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総

務

費

■ 
大
塚
委
員 

　

新
篠
津
魅
力
発
信
情
報
誌
作

成
業
務
委
託
料
と
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

新
篠
津
村
の
米
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
農
業
振
興
や
観
光

振
興
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
情

報
誌
を
作
成
す
る
。

■ 

竹
村
委
員 

　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
業

務
委
託
料
は
、
１
戸
当
た
り
ど

の
く
ら
い
の
費
用
に
な
る
の
か
。

ま
た
集
会
施
設
の
壁
に
貼
る
よ

う
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成

さ
れ
る
の
か
。

□ 

山
田
総
務
課
長 

　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
全
戸

に
配
布
し
、
保
管
用
も
含
め
て

２
千
部
作
成
す
る
。
単
価
は
１

部
当
た
り
１
９
８
０
円
程
度
と

な
る
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

Ａ
３
判
の
も
の
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
折
り
込
ん
で
配
布
す
る
。

■ 

高
橋
委
員 

　

村
で
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
で
き
て
か
ら
45
年
が
経

ち
、時
代
に
合
わ
せ
て
自
治
区
・

自
治
会
活
動
の
変
革
が
必
要
と

考
え
る
が
、
助
成
金
を
大
幅
に

増
や
す
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
あ
り
方
を
見
直
す
考
え
が

あ
る
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

自
治
区
の
活
動
内
容
や
収
支

の
状
況
を
再
確
認
し
、
自
治
区

長
協
議
会
な
ど
か
ら
も
意
見
を

伺
っ
た
う
え
で
、
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
今
後
協
議
し
検

討
し
た
い
。

■ 

林
委
員 

　

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
は
今

年
度
に
何
台
購
入
す
る
予
定
か
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
の
伝
達
方

法
に
つ
い
て
今
後
の
方
針
は
。

□ 

山
田
総
務
課
長 

　

故
障
や
転
入
者
へ
の
貸
与
分

と
し
て
40
台
分
の
購
入
費
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。

　

今
後
は
ラ
イ
ン
な
ど
通
信
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
防
災
情
報
の

伝
達
へ
移
行
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
返

礼
品
の
約
８
割
が
お
米
と
い
う

こ
と
だ
が
、
精
米
が
間
に
合
っ

て
い
な
い
と
い
う
状
況
も
聞
い

て
い
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
打
開
策
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

□ 

石
塚
村
長 

　

近
隣
市
町
村
に
あ
る
精
米
施

設
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
対
応

で
き
る
目
途
が
つ
い
た
の
で
、

今
後
は
申
込
み
が
増
え
た
場
合

で
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
対
応

で
き
る
。

民

生

費

■ 

山
元
委
員 

　

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
は
従
来

の
補
聴
器
と
は
違
う
も
の
な
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

一
般
会
計
ほ
か

３
特
別
会
計
な
ど
の

予
算
を

審
議

一
般
会
計
ほ
か

３
特
別
会
計
な
ど
の

予
算
を

審
議

■
予
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
７
年
度

予

　
　算

南部　隆志 委員長

　令和７年第１回村議会定例会初日（10日）に付
託された令和７年度新篠津村各会計歳入歳出予算
案は、予算審査特別委員会（委員長 南部隆志、副
委員長 大塚裕樹）を設置し、３月12日に審査を
行いました。18日に再開された本議会において審
査報告を行った結果、同委員会の決定のとおり各
会計予算は原案どおり可決されました。
　主な質疑の内容は次のとおりです。
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□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

聴
力
低
下
の
方
へ
の
窓
口
対

応
は
大
き
な
声
に
な
っ
て
し
ま

い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
筒
抜
け
に

な
っ
て
し
ま
う
。
本
機
の
導
入

に
よ
り
、
マ
イ
ク
を
通
じ
て
職

員
の
声
が
聞
き
取
り
や
す
く
な

り
、
村
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

保
育
士
の
待
遇
改
善
が
ど
の

よ
う
に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
保
育
士
等
就
労
奨
励

金
50
万
円
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
る
の
か
。

□ 

吉
見
住
民
課
主
幹 

　

保
育
士
の
給
与
等
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
人
事
院
勧
告

に
準
拠
し
行
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
奨
励
金
は
保
育
士
の

人
材
確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
、

常
勤
で
２
年
間
勤
務
が
見
込
ま

れ
る
職
員
や
復
職
す
る
職
員
な

ど
に
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
る
。

衛

生

費

■ 

大
塚
委
員 

　

今
年
10
月
か
ら
週
２
回
、
燃

や
せ
る
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
村

の
負
担
が
増
え
る
の
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
10

月
か
ら
週
２
回
に
す
る
こ
と
で
、

今
年
度
は
お
よ
そ
１
千
万
円
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

視
覚
検
査
機
器
と
は
ど
の
よ

う
な
機
器
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

□ 

細
道
住
民
課
主
幹 

　
３
歳
児
健
診
で
使
用
す
る
視

覚
検
査
機
器
で
あ
る
。
従
来

行
っ
て
い
た
カ
ー
ド
に
よ
る
検

査
よ
り
精
度
が
高
く
、
弱
視

や
屈
折
異
常
を
早
期
に
発
見
で

き
お
子
さ
ん
の
健
康
に
寄
与
で

き
る
。農

林
水
産
業
費

■ 

大
塚
委
員 

　

今
年
度
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動

計
画
は
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
で
は
、
年

２
回
、
夏
と
冬
に
交
流
会
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性

向
け
の
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
を
１
回

計
画
し
て
い
る
。

□ 

海
野
産
業
建
設
主
幹 

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、

受
入
れ
農
家
で
の
農
業
体
験
の

ほ
か
、
温
泉
入
浴
や
天
文
台
で

の
星
空
観
察
、
そ
ば
打
ち
体
験

な
ど
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
訪
れ
た
中
学
生
・
高
校

生
が
様
々
な
体
験
を
通
し
て
思

い
出
を
つ
く
り
、
村
へ
の
関
心

を
深
め
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

■ 

林
委
員 

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
の

「
こ
こ
な
ら
」
は
、
新
た
な
村

の
特
産
品
を
開
発
す
る
加
工
実

習
施
設
を
想
定
し
て
い
る
が
、

今
後
の
利
用
見
込
み
は
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

昨
年
12
月
末
ま
で
の
利
用
率

は
88
％
と
頻
度
が
高
か
っ
た
。

た
だ
し
、
今
後
の
具
体
的
な
事

業
に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
ま
だ

検
討
で
き
て
な
い
が
、
農
協
と

合
わ
せ
て
関
連
す
る
団
体
等
に

声
掛
け
を
行
い
、
少
し
で
も
多

く
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

商

工

費

■ 

北
川
委
員 

　

た
っ
ぷ
の
湯
の
改
修
工
事
実

施
設
計
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

４
月
か
ら
10
年
間
の
指
定
管
理

者
と
な
る
新
篠
津
開
発
を
交
え

て
、
実
施
設
計
の
策
定
を
行
う

の
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

令
和
８
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
と
な
る
新
篠
津
開
発
も
実
施

設
計
策
定
の
協
議
に
加
え
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
で
気
付
い
た
改

善
点
と
要
望
等
の
意
見
を
踏
ま

え
て
進
め
た
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

天
文
台
に
関
わ
る
駐
車
場
の

整
備
工
事
や
新
し
い
備
品
の
購

入
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

公
園
内
の
空
き
区
画
を
利
用

し
て
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
し
、

現
状
の
駐
車
場
の
傷
ん
だ
舗
装

を
補
修
す
る
。

　

ま
た
、
日
中
に
太
陽
の
観
察

が
で
き
る
望
遠
鏡
を
新
た
に
購

入
す
る
。

■ 

高
橋
委
員 

　

ア
イ
リ
ス
の
取
り
壊
し
と
か

再
利
用
な
ど
に
関
わ
る
予
算
が

こ
こ
数
年
計
上
さ
れ
て
な
い
が
、

10月から週２回になる燃やせるゴミの収集
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ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
中
で

は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
さ

れ
て
い
る
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　
ア
イ
リ
ス
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
何
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。
以
前
、
民
間
業
者

に
貸
与
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

た
が
、
採
算
が
合
わ
ず
な
く

な
っ
た
経
緯
も
あ
る
。

　
今
後
、
施
設
の
再
利
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
様
々
な
方
面
か

ら
意
見
を
求
め
、
現
状
の
施
設

の
ま
ま
再
利
用
は
困
難
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
解
体
や
解
体
後
の

跡
地
の
活
用
方
法
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

土

木

費

■ 

山
元
委
員 

　

村
道
維
持
補
修
工
事
、
橋
梁

塗
装
工
事
の
内
容
は
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

村
道
維
持
補
修
１
工
区
・
２

工
区
の
主
な
工
事
は
、
北
６
号

線
と
石
狩
川
築
堤
線
の
オ
ー

バ
ー
レ
イ
、
３
工
区
は
除
雪
作

業
に
向
け
た
橋
の
段
差
等
の
修

繕
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
６
号
第
45
線
橋
と

豊
沼
橋
の
塗
装
工
事
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
の
塗
装
を
除
去
し
、
新
た
に

塗
装
を
行
う
。

■ 

高
橋
委
員 

　

除
排
雪
業
務
委
託
料
に
人
件

費
は
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
事
業
主
の
責

任
で
従
業
員
に
か
け
る
健
康
保

険
な
ど
社
会
保
険
料
が
含
ま
れ

て
い
る
か
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

委
託
料
の
設
計
は
時
間
単
価

で
積
算
し
て
お
り
、
人
件
費
に

つ
い
て
は
北
海
道
で
示
さ
れ
て

い
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
も
諸
経

費
に
含
ま
れ
て
い
る
。

教

育

費

■ 

北
川
委
員 

　

中
学
校
教
育
振
興
費
の
消
耗

品
費
が
前
年
比
で
増
加
し
て
い

る
内
容
は
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

今
年
度
、
中
学
校
教
科
書
が

改
訂
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
職

員
が
使
用
す
る
指
導
書
の
購
入

費
を
計
上
し
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

児
童
生
徒
就
学
旅
行
費
補
助

金
は
、
修
学
旅
行
に
参
加
す
る

小
中
学
生
保
護
者
へ
の
支
援
だ

が
今
年
度
の
行
先
の
予
定
は
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

昨
年
同
様
に
小
学
校
は
小

樽
・
後
志
方
面
、
中
学
校
は
東

京
・
関
東
方
面
を
予
定
し
て
い

る
。

■ 

山
元
委
員 

　

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業

負
担
金
の
内
容
は
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
北
海
道
が
行
う
事
業
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間

メ
タ
バ
ー
ス
を
用
い
て
学
習
支

援
や
教
育
相
談
を
行
う
取
り
組

み
で
あ
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

契
約
の
な
か
で
村
営
プ
ー
ル

の
開
設
期
間
の
延
長
は
可
能
か
。

　

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
状
況
や
マ
シ
ン
の
要

望
は
ど
う
か
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

プ
ー
ル
の
開
設
期
間
を
１
カ

月
延
長
し
た
場
合
、
管
理
業
務

委
託
料
が
約
100
万
円
増
加
す
る
。

さ
ら
に
水
道
光
熱
費
な
ど
の
負

担
が
増
え
、
現
状
で
は
難
し
い
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利

用
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
利

用
者
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

増
設
の
要
望
も
あ
る
が
、
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
増
設

は
難
し
い
。

一

般

会

計

歳

入

全

般

■ 

高
橋
委
員 

　

昨
年
の
農
業
所
得
が
か
な
り

増
え
て
個
人
住
民
税
は
相
当
の

伸
び
が
予
想
さ
れ
る
。
過
去
10

年
間
で
最
も
高
か
っ
た
と
き
の

個
人
住
民
税
の
最
終
調
定
額
と

そ
の
年
の
当
初
予
算
額
は
。

□ 

伊
藤
総
務
課
主
幹 

　

過
去
10
年
間
で
は
平
成
30
年

度
の
１
億
５
千
400
万
円
が
最
高

の
調
定
額
で
あ
る
。
同
年
の
当

初
予
算
額
は
１
億
２
千
400
万
円

で
、
そ
の
差
が
約
３
千
万
円

あ
っ
た
。

■ 

高
橋
委
員 

　

過
去
の
状
況
か
ら
前
年
比
で

３
千
万
円
は
伸
び
る
と
予
想
す

る
が
、
歳
入
予
算
は
少
な
く
見

積
も
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

で
予
算
編
成
時
に
、
村
民
福
祉

に
関
わ
る
予
算
要
望
が
査
定
で

削
減
さ
れ
た
も
の
は
な
い
か
。

□ 

貝
田
総
務
課
財
政
係
長 

　

必
要
な
歳
出
予
算
に
つ
い
て

利用者が増えているトレーニングルーム
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は
、
基
金
の
取
り
崩
し
等
も
含

め
て
計
上
し
て
お
り
、
村
税
の

歳
入
予
算
の
増
加
幅
の
減
少
に

よ
っ
て
、削
減
し
た
事
業
は
な
い
。

■ 

林
委
員 

　

繰
入
金
が
前
年
度
よ
り
９
千

万
円
増
え
て
お
り
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
３
億
円
を
繰
入
し
て

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
ま
ず

歳
出
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
努

力
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

□ 

貝
田
総
務
課
財
政
係
長 

　

歳
出
の
削
減
に
つ
い
て
は
今

年
度
に
限
ら
ず
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。
各
課
か
ら
上
が
っ
て

く
る
新
規
事
業
も
査
定
に
よ
り

削
減
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

予
算
編
成
上
は
、
基
金
の
繰

入
で
収
支
を
均
衡
さ
せ
て
い
る

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な

ど
を
含
め
た
財
源
の
確
保
と
引

き
続
き
歳
出
の
削
減
に
努
め
て

い
き
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

地
域
医
療
確
立
促
進
事
業
債

は
、
す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

建
て
替
え
、
解
体
費
用
を
含
む

補
助
金
に
対
し
て
充
て
ら
れ
る

と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
く
の
か
。

□ 

貝
田
総
務
課
財
政
係
長 

　

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
建

て
替
え
、
解
体
費
用
を
含
め
て

地
域
医
療
確
立
促
進
事
業
補
助

金
を
令
和
６
年
度
か
ら
10
年
間

計
上
し
て
い
く
。
こ
れ
に
過
疎

債
を
充
当
し
て
い
く
見
込
み
だ

が
、
令
和
７
年
度
予
算
に
計
上

し
た
４
千
820
万
円
は
上
限
額
で

あ
る
。国

民
健
康
保
険

特

別

会

計

■ 

高
橋
委
員 

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、

国
保
の
一
般
被
保
険
者
世
帯
数

に
大
き
な
変
化
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
農
業
所
得
が
大
幅
に

伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

者
以
外
の
被
保
険
者
の
国
民
健

康
保
険
税
に
は
ど
う
影
響
が
あ

る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

被
保
険
者
世
帯
数
は
、
令
和

５
年
12
月
末
現
在
の
505
世
帯
か

ら
令
和
６
年
12
月
末
ま
で
に
18

世
帯
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
所
得
の
増
加
に

よ
る
国
保
税
へ
の
影
響
で
あ
る

が
、
保
険
税
の
算
定
は
過
去
３

カ
年
の
所
得
の
平
均
を
用
い
る

た
め
、
農
業
所
得
が
大
幅
に
増

加
し
て
も
直
ち
に
保
険
税
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

税
率
改
正
す
る
場
合
は
、
国

保
運
営
協
議
会
に
諮
問
を
し
て

決
定
す
る
。

介

護

保

険

特

別

会

計

■ 

高
橋
委
員 

　

福
祉
用
具
購
入
費
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の

ど
ち
ら
に
も
適
用
と
な
ら
な
い

患
者
に
対
し
て
、
助
成
制
度
を

検
討
で
き
な
い
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

介
護
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
一

時
的
に
福
祉
用
具
が
必
要
と
な

る
よ
う
な
方
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
制
度
が
よ
い
の
か
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
集
落
排

水
事
業
会
計

■ 

大
塚
委
員 

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
電
気
料
に

つ
い
て
、
行
政
が
太
陽
光
発
電

を
導
入
す
る
場
合
は
補
助
制
度

も
あ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た

め
少
し
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
て
い
く
と
い
う
議
論
は

な
か
っ
た
の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

今
年
度
の
予
算
編
成
で
そ
う

い
っ
た
議
論
は
し
て
い
な
い
。

企
業
会
計
で
は
あ
る
が
公
共
施

設
と
い
う
全
体
の
括
り
の
な
か

で
、
今
後
議
論
さ
れ
て
い
く
。

旧病院の解体工事を終えたすこやかクリニック

　本会議などの中継（録画）をインターネットで

配信しています。

　詳しくは新篠津村議会ホーム

ページをご覧ください。

　議会通信しんしのつは、新篠津村議会ホーム

ページからでもご覧いただけます。

　過去の議会通信も配信しており

ます。ぜひ、ご覧ください。

議会通信しんしのつ議会インターネット中継
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

健
康
診
断
の
高
ま
り
の
な
か

脳
ド
ッ
ク
は
、
脳
卒
中
、
脳
梗

塞
を
は
じ
め
、
認
知
症
の
早
期

発
見
が
で
き
る
こ
と
か
ら
近
年

増
加
し
て
い
る
が
、
受
診
率
は
、

ま
だ
全
体
の
２
割
程
度
と
低
く

受
診
料
も
高
い
こ
と
か
ら
、
村

が
助
成
し
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
繋
げ
て
行
く
た
め
に
必

要
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

脳
ド
ッ
ク
は
定
期
的
な
検
査

を
通
じ
て
脳
卒
中
や
認
知
症
な

ど
の
重
大
な
疾
患
を
予
防
・
早

期
発
見
す
る
た
め
に
非
常
に
重

要
な
検
査
で
あ
る
。
そ
し
て
定

期
的
な
健
康
診
査
を
通
じ
て
、

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
、
予
防
接
種
、

各
種
健
診
業
務
を
総
合
的
に
推

進
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険

に
係
る
特
定
健
診
率
は
、
令

和
３
年
度
47
・
２
％
、
令
和
４

年
度
48
・
９
％
、
令
和
５
年
度

48
・
０
％
で
概
ね
半
数
の
方
が

　令和７年第１回村議会定例会が３月10日から18日の９日間の日程で開催され、議会最終日に３人の

議員が一般質問し、石塚村長、荒谷教育長に答弁を求めました。

（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

村政村政ののここここがが聞きたい聞きたい
～3人の議員から5項目を問う～～3人の議員から5項目を問う～

一般
質問

１　大塚　裕樹　議員
　① 予防のための脳ドック助成について
　② 地域おこし協力隊の充実強化について
　③ 小中学校の英語教育の充実強化について

２　北川　哲也　議員
　① カーボンニュートラルに向けたリフォーム補助金について

３　南部　隆志　議員
　① 石塚村長３期目への決意について

健康診断の高まりのなか

　　 脳ドック助成が必要では

各種健診を総合的に推進

　　 近隣の動向みながら検討

Q.

A.

一般質問
大
おお

塚
つか

裕
ひろ

樹
き

 議員

動画はこちら
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受
診
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
住
民

の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
方
々

の
ご
協
力
の
成
果
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
50
％

を
超
え
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

健
康
は
何
よ
り
も
大
切
な
資

産
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
近
隣

市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

村
で
は
３
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
方
々
が
、
村
の
活
性

化
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
展

開
さ
れ
、
村
に
と
っ
て
も
役
場

職
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
良
い

刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
た
に
４
名
の
隊
員
を
募
集

し
て
い
る
が
今
後
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
具
体
的
に
隊
員
の

方
々
が
将
来
、
こ
の
地
域
で
ど

う
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　
３
月
末
で
の
２
名
の
退
任
に

際
し
、
昨
年
11
月
か
ら
後
任
の

隊
員
に
加
え
、
新
た
に
天
文
台

の
運
営
強
化
と
継
承
に
係
る
増

員
と
、
地
域
情
報
化
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
の
隊
員
に
つ
い

て
募
集
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員

は
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

協
力
活
動
を
行
っ
て
く
れ
る
方

で
あ
る
の
で
、
新
篠
津
村
に
興

味
を
持
ち
応
援
し
た
い
と
の
意

思
を
も
っ
て
活
動
を
し
て
く
れ

る
方
に
、
是
非
、
来
て
ほ
し
い

と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
３
年
間
の
活
動
の

中
で
地
域
を
知
り
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
を
増
や
し
、
将
来
的

に
は
村
に
根
を
お
ろ
し
長
く
住

み
続
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一

番
望
ま
れ
る
姿
で
も
あ
り
、
そ

れ
ら
隊
員
に
対
し
て
は
、
行
政

と
し
て
で
き
う
る
必
要
な
支
援

に
努
め
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

英
語
教
育
の
充
実
は
こ
れ
か

ら
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
。

　

村
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ト
ム
氏

の
授
業
も
あ
っ
た
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
も
進
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
実
際
に

小
中
学
校
の
英
語
教
育
は
、
良

く
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
課

題
等
が
あ
る
の
か
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

英
語
教
育
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
強
く
認
識
し
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
、
外
国
語
と
り

わ
け
英
語
の
重
要
性
が
増
し
て

い
る
。

　

中
学
校
３
年
生
対
象
の
英
語

の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
で

は
、
全
国
平
均
よ
り
９
ポ
イ
ン

ト
以
上
高
い
学
力
状
況
で
あ
り
、

ト
ム
先
生
や
リ
ッ
チ
先
生
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
た
い
へ
ん

大
き
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
た
学
習
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
お
り
、
数
年
後
に
は

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
正
式
に
教

科
書
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
音
声
面
で
の
実
践
的

な
活
用
が
期
待
さ
れ
、
主
体
的

で
対
話
的
な
深
い
学
び
に
お
い

て
成
果
を
上
げ
る
と
考
え
る
。

　

教
育
行
政
執
行
方
針
に
お
け

る
学
校
教
育
の
柱
と
し
て
「
英

語
教
育
の
充
実
」
を
掲
げ
て
お

り
、
小
中
一
貫
教
育
の
成
果
と

し
て
、
し
っ
か
り
と
９
年
間
の

積
み
上
げ
を
図
り
、「
話
す
力
」

「
聞
く
力
」
を
中
心
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図

ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
は

ぐ
く
ん
で
い
き
た
い
。

協力隊の充実強化が

　　村活性化になるのでは

長く住み続ける隊員に

　　できうる支援を考える

Q.

A.

小中学校の英語教育の

　現状はどうか課題はあるか

全国平均を上回る成果

 学校教育の柱として充実図る

Q.

A.

カーボンニュートラル目指し

　 リフォーム補助実施しては

再エネ・省エネ機器の導入

　　　 村独自の補助金も検討

Q.

A.

一般質問
北
きた

川
がわ

哲
てつ

也
や

 議員

動画はこちら
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○
北
川
議
員　
質
問

　

村
で
は
昨
年
３
月
６
日
の
定

例
会
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
し
、
今
年

度
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

村
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
対
策
を
推
進
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
建
築
等
に
お
け

る
補
助
支
援
や
商
品
券
の
付
与

な
ど
を
行
い
、
村
内
事
業
所
を

利
用
し
た
場
合
に
は
、
補
助
金

等
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
新
た
な

要
綱
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
村

内
事
業
所
の
活
性
化
、
ひ
い
て

は
村
の
発
展
に
も
繋
が
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

村
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的

な
方
針
を
決
定
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
国
の
地
球
温
暖

化
対
策
を
踏
ま
え
て
、
自
然
条

件
や
経
済
・
社
会
的
条
件
に
応

じ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
等
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合

的
な
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
住

民
・
事
業
者
・
村
が
一
体
と

な
っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。

　

議
員
ご
指
摘
の
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
・
暑
さ
対
策
補
助
金
」
は
、

村
が
商
工
会
に
対
し
て
助
成
し

て
い
る
「
新
篠
津
村
商
工
業
振

興
補
助
金
」
の
枠
組
み
の
中
で

独
自
に
要
綱
を
制
定
し
、
商
工

会
員
に
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備

の
導
入
や
、
エ
ア
コ
ン
を
は
じ

め
と
し
た
事
業
所
等
の
暑
さ
対

策
の
設
備
導
入
に
係
る
費
用
を

助
成
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。

　

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
エ

ア
コ
ン
を
購
入
し
た
い
、
消
費

電
力
の
少
な
い
も
の
に
買
い
替

え
た
い
、
ま
た
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
な
い
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
取
り
入
れ
、
家
庭

で
の
電
気
代
を
安
く
し
た
い
と

い
う
よ
う
に
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

機
器
の
導
入
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
し
、
今
後
は
新
築
住

宅
の
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が

義
務
づ
け
さ
れ
る
な
ど
、
需
要

が
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

今
後
は
、
国
や
北
海
道
の
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
村
独

自
の
補
助
金
も
検
討
す
る
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

平
成
29
年
７
月
の
石
塚
村
長

初
登
庁
以
来
、
２
期
８
年
の
任

期
を
本
年
７
月
に
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
間
に
懸
案
の
プ
ー
ル
建

設
、
病
院
の
建
て
替
え
、
ホ
ク

レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
農
業
施
設
の

改
修
、
公
共
施
設
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
、
天
文
台
開
設
な
ど

数
々
の
事
案
を
解
決
さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
継
続
事
業
や
新
規

構
想
な
ど
喫
緊
す
る
重
要
課
題

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
三
度

村
政
執
行
を
担
う
決
意
は
あ
る

か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

私
が
２
期
目
に
就
任
し
た
当

時
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
づ
ら
い
時
期
だ
っ
た
が
、

し
ん
し
の
つ
天
文
台
の
建
設
や

今
年
５
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

ラ
ン
タ
ン
祭
に
は
村
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
、
村
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

小
中
学
校
に
は
、
い
ち
早
く

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
、
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
こ
と
で
児
童
生
徒
に

よ
り
良
い
学
習
環
境
を
整
え
ら

れ
た
と
思
う
。

　

ま
た
、
す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
建
て
替
え
や
、
経
営
難
か

ら
撤
退
も
懸
念
さ
れ
た
ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
で
き
た
こ
と
は
、
村

民
の
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
な
ど
大

き
な
課
題
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中
心

に
ど
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
様
々
な
課
題

解
決
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
な
い
か
と
い
う
思
い
か

ら
、
三
度
村
長
選
に
立
候
補
を

決
意
し
た
。

次期村長選に立候補を表明した石塚村長

次期村長選挙に向けた

　　 石塚村長の思いと決意は

村の課題解決のため

　　　　 三
み

度
たび

の立候補を決意

Q.

A.

一般質問
南
なん

部
ぶ

隆
たか

志
し

 議員

動画はこちら
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ

し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
７
年
５
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

　

し
ん
し
の
つ
天
文
台
の
今
季
の

一
般
公
開
が
、
４
月
19
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

公
開
に
先
駆
け
て
、
新
篠
津
商

工
会
の
工
藤
会
長
の
紹
介
で
訪
れ

た
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
」
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
自
身

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
天
文
台
の
魅
力

を
生
配
信
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
前
に
と
て
も
良
い
Ｐ

Ｒ
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

星
に
あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た

私
で
し
た
が
昨
年
、
６
回
ほ
ど
天

文
台
を
訪
れ
、
メ
イ
ン
の
望
遠
鏡

で
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
土
星
を
見

た
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山

本
先
生
に
星
の
こ
と
や
天
文
台
設

置
の
経
緯
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、

す
っ
か
り
夜
空
の
星
に
魅
了
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
村
が
さ
ら
な

る
集
客
を
期
待
し
て
駐
車
場
も
拡

大
さ
れ
、
昼
間
に
太
陽
の
黒
点
な

ど
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
太
陽
観

測
専
用
の
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
る

の
で
す
。

　

私
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
星
の

ア
プ
リ
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

天
体
観
測
を
楽
し
み
、
新
篠
津
村

の
夜
空
に
輝
く
星
に
も
っ
と
も
っ

と
魅
了
さ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
北
川　
記
）

議会議員研修会
　令和６年度新篠津村議会議員研修会を３月６日、役場会議室で開催しました。
　研修会では、村企画政策課商工観光係「地域おこし協力隊」のトーマス・シューマッハさん
と早瀬慶四郎さんから「地域おこし協力隊としての活動について」と題して、２人がこれまで
に取り組んだ活動内容を振り返り報告していただきました。
　トムさんは観光振興推進員として５年間、早瀬さんは農商工連携推進員として３年間、それ
ぞれの拠点で活躍され、新篠津村の魅力発信や活性化のためのイベント開催などに尽力された
お２人に深く感謝いたします。

３月に退任されたトーマス・シューマッハさんと早瀬慶四郎さん（写真右）

令和7年 第２回定例会のお知らせ

　６月9日（月）

　　～６月16日（月）予定

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。


